
 

協定留学近況報告書 

記 入 日 2016年 11月 10日 

留 学 先 大 学 パリ第三大学ソルボンヌ・ヌーヴェル大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

■特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：フランス・ラテン文学・言語学，（現地言語での名称）：Littérature et Linguistique 

Françaises et Latines 

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2016年9月－2017年7月 

明 治 大 学 で の 所 属      学部     学科     専攻 / 文学研究科仏文学専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部     年生／研究科■博士前期課程 博士後期課程２年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

大学の留学報告書を参照しただけでなく、フランスに留学したことがある人に留学の準備、生活などを聞いて回った。フラン

ス語に関してはスピーキングとリスニングをもっと勉強しておけばと少し後悔した。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ）  

ビザの種類：学生ビザ 申請先：フランス大使館 

ビザ取得所要日数：約２週間  

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：約５０ユーロ 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

経済証明書 ビザ申請書 パスポート OFIIの書類 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

Campus France に登録後、大使館に行く。 基本的には予約必須だが、週に一回は予約不要の交換留学生専用の日があ

る。 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

      

ビザ取得に関して困った点・注意点 

      

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

      
     

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 エールフランス航空 

航空券手配方法 
近畿日本ツーリストに手配してもらった。 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 シャルルドゴール空港 現地到着時刻 １６時 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の

出迎え 

■知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他                      



移動の所要時間 約２時間 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

      

大学到着日 ９月２日１９時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

■はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮       アパート        ■その他（ホームステイ） 

部屋の種類 ■一人部屋  二人部屋       その他（     ） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（     ） 

住居を探した方法 大学の斡旋 ■自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順  

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

大学が斡旋している寮の抽選に漏れたため、住居を探すのが大変だった。偶然知り合いの紹介でパリ郊外に住む日本人家

庭にホームステイすることができた。 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 ■あった  なかった 

日程 9月 5日 

参加必須ですか？ ■必須   任意参加 

参加費用は？ ■無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ 授業登録の仕方や大学での過ごし方についての説明を受けた。 

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ ■あった  なかった 

授業開始日 ９月１２日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

移民局に書類を送ってしばらくすると呼び出し状が届く。指定の日に赴き、健康診断を受けたのち、滞在許可証がもらえる。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

      

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

LCL という銀行で口座を開設した。Opéra駅の近くにある LCL Pyramides支店は日本語が通じるので、そこで開設した。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

Free という携帯電話会社の simカードを無人券売機で購入した。一か月約 20ユーロで電話、SMS、インターネットがほぼ際

限なく使うことができる。必要書類もなし。 



 

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（     月     日頃） 

    オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

■到着後に（９月１５日頃） 

    オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは ■あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

正規の授業が始まる前に、一週間の留学生のためのフランス語授業があり、そこで改めて授業登録の説明を受ける。その

あとで指定された日にちに授業登録を行う。 

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

      

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

      

 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
                                          

8:00 
      授業                               

9:00 
      ↓                               

10:00 
                                          

11:00 
                                          

12:00 
                                          

13:00 
                                          

14:00 
授業       フランス語個人

レッスン 

                        

15:00 
↓       ↓       授業             

16:00 
            ↓       ↓             

17:00 
                                          

18:00 
                                          

19:00 
課外活動（移民の

ための仏語） 

      課外活動（移民

のための仏語） 

                        

20:00 
↓       ↓                         

21:00 
↓       ↓                         

22:00 
                                          

23:00 
                                          

24:00 
                                          



 
Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

最初はフランスの大学のシステムや授業、フランスの文化に振り回され、辟易する。こまめに友人たちと情報の交換、共有

をしないと大変なことになる。もし理解できないことがあれば、たとえ相手にいやな顔をされても理解できるまで何度でもしつ

こく聞いて回ることが大事だ。 

また、大学で受ける授業だけでは物足りないと感じたので、市のボランティア団体が運営している移民向けのフランス語の授

業と、親切なフランス人のお爺さんの家でフランス語の個人レッスンを受けている。あちこち聞いて回らないとこういった情報

も入ってこない。まず自分から行動しなければならい。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

率直に言って留学は辛いことばかりだ。上手に他人とのコミュニケーションは取れない。授業は十分に理解できない。思うよ

うに物事は進まない。電車やバスの遅れ、運休は日常茶飯事。自分の出来なさ、不甲斐無さにいらだつこともしばしば。た

だ、留学生同士やフランス人たちとおしゃべりしている時は本当に楽しい。もちろん必要最低限のフランス語能力は必要だ

が、最悪英語やジェスチャー交じりでもいいと思う。とにかく自分の伝えたいこと、聞きたいこと、しゃべりたいことを必死になっ

て伝える努力をすれば相手は理解しようとしてくれるし、困ったことがあったら助けてくれる。一歩足を踏み出すことが大事

だ。 

 

 


